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Commercialbillswereinvestigatedforthepurposeofstudyingconspicuousnessofregional

NewYearfood.Itwasanalyzedmeat,seafood,vegetableandimagepicturesofZoni.Meat,

Sashimi(rawfish)hadbeenprintedinallregion(16pointof10prefecture).Aseabreamprinted

inHyogo,GifuandYamanashiprefecture,ayellowtailinNaganoprefecture,asalmonin

Niigata,YamanashiandShizuokaprefecturewereallrecogizedascharacteristic・Potatoesand

Leavesweredifferedwith10prefecture.BambooshootsandEastIndianlotusrootwereprinted

inall10prefecture.CuttingfigureofingredientsforZoniwasdifferedwith10pre!bcture．

はじめに

日常の食生活は第二次世界大戦後の急速な生活の西

洋化や1960年代以降の高度経済成長によって大きく変

容を遂げた。すなわち、食品の流通機織の発達や経済

事情などにより、地域性の強かった特産品と呼ばれる

食品がどこの地でも入手可能となった結果、食品が均

一化、平準化、無季節化して、全国的に流動すことを

可能とした。そして、従来特定の地域の料理として呼

ばれた郷土料理がどこの地域でも喫食できるようにな

ってきている。著者らはこれまで日本の食生活の変化

として「平準化」を取り上げ、日常と非日常の食事に

ついて検討してきた。ここでは「平準化」を地域性と

いう点から検討した。

食生活環境において正月の行事食は非日常の食事で

あるため、日常の食事より地域性が強く、特に雑煮は

地域差があると言われている').2)。1998年に行った全

国12地点の雑煮の実態調査3.4)では、もちの形態や材料

の種類に地域性が認められた。また、亘理ら5)は雑煮以

外の正月料理の地域性を検討し、喫食率に地方別の差

を検出している。しかし、これは1981年頃のデータで、

近年の正月料理の地域性について著者らの報告6)の他

はほとんどみられない。

また、正月の行事食における地域性について全国的

な調査は、聞き取り調査、質問紙の配布などの方法が

ある。聞き取り調査は日本の食生活全集7》に代表され

るような民俗学的方法によることが多い。また、質問

紙による調査方法は数種の報告3'4.5,6)がある。この方法

は、各家庭の食生活を捉えることができる。しかし、

質問者や調査票により回答者における主観的な回答や

それぞれの「いえ」の伝承が大きく反映される。そこ

で、客観的な回答が得られ、全国的に調査する方法と

して新聞の折り込み広告が可能ではないかと考え、入

手可能な範囲の広告により正月の食品の地域性を検討

した。全国調査には、及ばないが広告による調査が可

能であることが示唆され、地域性について若干の傾向

がみられたので報告する。

調査方法

1．鯛査対象

調査対象は新聞の折り込み広告で、本学学生の地方

出身者に協力を呼びかけ、収集を行った。すなわち、

東京都､神奈川県､千葉県を除く居住地の広告111枚を

今回の分析対象とした。

2．鯛査時期と内容

正月用の食品を調査する目的から調査時期は1999年

12月26日から31日に配布された広告とした。

調査内容は掲賊されている生鮮食料品の肉類、魚介

類、野菜類と雑煮のイメージ写真とした。特に、正月

の行事食に関連する言葉と食料品に注目した。

-21-



表1調査対象の地域 ることを報告している9)。これらのことから、家族

の集まった正月の夕食の献立として鍋料理が出現し

やすいことが分かった。

鶏肉は、雑煮や正月の煮物用と書かれていた。各

地域の鶏肉類について表2に示した。なお、同県内

の広告について地域的な差がなかったため、県の単

位でまとめた。雑煮用では合鴨肉が群馬県と埼玉県

の地域で出現していた。吉川2)は､鴨肉が東京地域に

出現し、他の地域にみられないことを示している。

これに対して、近年の雑煮は首都圏で鴨肉利用して

いることが示された。食品の流通や、人口の流動に

より、雑煮の具が平準化の傾向にあると示唆される。

この点は今後、各家庭の実態調査にてさらに検討し

たい。文献''2)により、本調査の地域を検討すると、

魚介類を材料にする雑煮は少なく、鶏肉を用いる県

が明らかに多い、この点で肉類の種類において類似

の傾向がみられたと考える。

また、鶏肉については部位と産地を明記していた。

全地域おいてもも肉や胸肉が多く記述されていたが、

群馬県ではささみもあった。産地は東北から九州ま

でに広がっており、流通の範囲が拡大していること

も示された。正月の吸い物の雑煮は、産地明記の材

料を使い、’年の祝いをしていることが伺える。

以上より肉類について10県いずれも鶏肉、豚肉、

牛肉が出現し、地域的な特徴は得られなかった。

2）魚介類

’6地域いずれも正月の刺身用を中心に掲載してい

た。タイ、マグロ、ハマチ、イカ、タコ、ホタテが

紙面の1/4を占めていた。これまでの調査4,,｡)で､おせ

ち料理と一緒に刺身を喫食する割合が高く出現して

おり、それらを裏付ける掲載量であった。

表3に各地域の魚類を示した。特に正月向けと思

県名 市・郡名

山形県

新潟県

群馬県

茨城県

埼玉県

山梨県

長野県

静岡県

岐阜県

兵庫県

酒田市

柏崎市南魚沼郡

高崎市前橋市伊勢崎市

牛久市

大里郡浦和市

南都留郡

伊那市

富士市浜松市小笠原郡

瑞浪市

神戸市

結果および考察

1．調査の地域

調査対象の地域を表1に示した。広告は18地域から

回収し、生鮮品を掲載している10県16地域について検

討を試みた。大型スーパーマーケットの広告は一部重

なる地域があったが、対象地域の資料として分析、検

討した。

2．生鮮食料品

1）肉類

肉類は、16地域いずれも鶏肉、豚肉、牛肉が掲載

されていた。

豚肉や牛肉は、鍋物用として書かれている事が多

く、正月の夕食のイメージが浮かび上がった。著者

らは、1986年から10年間の三が日の食事記録および

12地域の三が日の食事記録を分析し、報告してき

た8,9)。その中で焼き豚やローストピーフをおせち

料理と一緒に喫食するパターンが出現するとともに、

すき焼きのような鍋料理が夕食の時刻に出現してい

表2各捌各地域の鶏肉類

鶏 肉
県名

部位 産地

伊達赤鶏

蔵王土鶏岩手県産赤鶏

山形県

新潟県

群馬県

茨城県

埼玉県

山梨県

長野県

静岡県

岐阜県

兵庫県

みささ肉
肉
肉
肉
肉

胸
胸
胸
胸
胸

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

鶏
鶏
１
鶏
鶏

若
若
鶏
若
若

肉
肉
吋
肉
阿
暗
吋
吋

も
も
も
も
も
肉
も
も

も
も
も
も
も
胸
も
も

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

南部鶏

岩手産

肉もも

×
×
○
×
○
×
×
×
×
×

名古屋コーチン岩手赤鶏青森産大地鶏伊達鶏

佐賀産赤鶏

岩手県産若鶏

宮崎産

奥州赤鶏

宮崎産

長崎幸ドリ

○：表示あり、×：表示なし。
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した野菜はれんこんであった。大根、人参、ごぼう、のことにより、隣接県と類似の雑煮であるという地域

里芋、きぬさや、ほうれん草、三つ葉、長ねぎ、生の特徴が示されていることが明らかとなった。

しいたけ、たけのこは地域性がみられず、全国的に雑煮は具、餅、調味方法に地域性がみられ、昭和50

出現する野菜といえる。他方、京人参、えび芋、く年代のデータと差がなかった。具の切り方が地域によ

わい、百合根、八つ頭、小松菜、せり、ぜんまいはり異なることがわかった。

地域性のみられる野菜であった。
まとめ

これら野菜について、れんこんは全国的、芋類や

葉菜類では地域性が出現した。正月の行事食の地域性を得る方法として、10県16地

3．雑煮域における1999年12月末の広告を用い、掲載された正

16地域のうち、兵庫県を除く15地域の広告に雑煮の月用食料品を調査した。生鮮食料品の肉類、魚介類、

イメージ写真が掲載してあり、この写真より雑煮に用野菜類の品目と雑煮のイメージ写真から分析を行った。

いられる具や調理法を調べ表5に示した。また、図1に肉類は10県いずれも鶏肉、豚肉、牛肉が出現し、地

一部の雑煮のイメージ写真を示した。餅は切り餅が多域的な特徴が得られなかった。

く、山梨県と静岡県で丸の形態であった。今回の分析魚介類は刺身を10県で掲戦していた。兵庫県、岐阜

の対象は東日本に分布しているため角餅、澄まし仕立県、山梨県は祝い魚の鯛、長野県はぶり一尾、新潟県、

てが多くみられた。山梨県の丸餅の雑煮はぶりがあり、山梨県、静岡県は新巻き鮭が特徴的にみられた。

西の雑煮の系統に属すると考えられる。また､長野県。野菜類は芋類、葉菜類に地域性が出現し、たけのこ

岐阜県の丸餅の雑煮は、すまし仕立て、具の数が少なやれんこんでは地域性がなかった。

く、鰹節を用いていた。この雑煮は文献1,2)から岐阜県雑煮は具、餅、調味方法に地域性がみられ、昭和50

地方の雑煮の代表と言える。また、野菜類の切り方に年代のデータと類似の傾向を示した。具の切り方が地

も特徴があり、山形県では線切り、静岡県の短冊切り、域により異なることが分かった。

その他の一口大の飾り切りがイメージ写真から読みと以上の分析結果から、広告は地域性を捉えることに

れた。大型スパーマーケットの広告は近隣県の10数店十分利用できる対象であることが示唆された。今後は、

舗近くで統一した内容を利用し、配布しているため、全国的なデータとして収集し、正月の行事食に関する

一部の地域に重なる雑煮のイメージ写真があった。こ地域性を明らかにしたい。

表5雑煮のイメージ写真による内容

青
菜
類

そ
の
他

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
○
□
○
○
□

○
○
○
○

酒田市

柏崎市①
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○

山形県

新潟県

群馬県

り
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大

切
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口

線
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり
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澄まし

澄まし

澄まし

澄まし

澄まし

澄まし

澄まし

澄まし

澄まし

澄まし

澄まし

澄まし

澄まし

味噌

澄まし

ごぼう

葉

、
〆
つ

せ
三
○
○

◎

○
○
○
○ 草
草
草
草

ん
ん
や
ん
ん

れ
葉
葉
れ
葉
さ
菜
ぱ
れ
葉
れ

う
っ
つ
う
つ
い
松
っ
菜
う
っ
菜
う

ほ
三
三
ほ
三
き
小
み
青
ほ
三
青
ほ

② さけいくら

○
○
○
○
○
○

○
○ ○
○茨城県牛久市③

埼玉県大里郡④

浦和市

山梨県南都留郡

⑤

長野県伊那市⑥

静岡県浜松市⑦

手鞠謎

姫タケノコ

ェピ

○ ○
○○

○
○○ ○

○
ぶり里芋

かつを節ユズ一口大

短冊切り

なし

あり ○ ○ ○

○
○
かつを節ユズ

かつを節岐阜県瑞浪市⑥ 一口大なし

地域の後の数字は図1の地域、◎：なると、青菜：特定できない青菜
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｡縄
雑
煮

＝

『

門

召

『
』
ゴ

マ
や
■

Ｆ
Ｌ
▲

革

お
雑
煮蚤

一＝口

尼司

一

1

可

甥鐸 ＝

図1雑煮のイメージ写真の例

図中の数字は表5の地域を示す。

7）農山漁村文化協会言日本の食生活全集，東京，

（1986）

8）名倉秀子，長坂慶子，高野美幸，大越ひろ，茂木

美智子：正月の食生活の実態（第1報）三が日の喫

食料理の時系列解析，家政誌，47,49-58(1996）

9）名倉秀子，大越ひろ，茂木美智子，柏木宣久：正

月三が日における喫食時刻の時系列解析，家政誌，

50,361-369(1999)

Ill)大石貞男：東西の食文化：日本の真ん中のむらか

た考える，農山漁村文化協会，東京，（1989）

11)長l崎福三：サライ，小学館，東京,(1996)
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